
広島和牛
1000年の歴史
Hiroshima Wagyu: 1,000 Years of History

　広島県では、天暦５年（951年）には日本三大市場の「杭の庄
（三原市）」で牛の取引が行われていたと伝えられており、牛は古

くから暮らしに息づいていました。

　平成23年にユネスコ無形文化遺産に登録された豊穣祈願の

行事「壬生（みぶ）の花田植（北広島町）」など、今もなお伝統とし

て受け継がれています。

1000年に渡り続いた杭の
庄では、最盛期には、１万
頭以上の牛馬が集まり賑
わいをみせました。
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　昭和30年代には、主にあづま蔓の資質の改善を目的と
して、兵庫県「あつた蔓」との系統間交配を進めました。昭
和40年代に導入した「田安土井」から「第43岩田の10」、

「茂金波」から「乙社６」「第43岩田の14」の造成に成功しま
した。また、これらの種雄牛を交互に交配し、「神桜の10」

「９中丸」といった種雄牛が誕生しました。

５.県外系統との系統間交配による改良

　平成30年には、多様化する消費者の需要に対応するた
め、脂肪の口溶けに影響する「脂肪の質」の改良に取組むこ
ととしました。「脂肪の質」の評価指標のひとつである一価
不飽和脂肪酸「ＭＵＦＡ（エムユーエフエー）」の育種価評価
体制を整備し、ＭＵＦＡ能力が優れた種雄牛の造成を開始
しました。令和４年に開催された第12回全共において新設
された肉牛区の「脂肪の質評価群」に「芳乃照」産子を出品
し、ＭＵＦＡ値の高さが評価され、第３席に輝きました。
　

９.「脂肪の質」の追求

　現在、さらなるブランド力強化にむけて、広島血統とおい
しさの関連性について調査を進め、広島和牛の新たな魅力
の創出に取組んでいます。この成果
を活かして、今後、広島和牛の未来を
担う次世代種雄牛の造成に繋げてい
きます。

10.広島和牛の新たな価値創造

　昭和53年に、比婆系の「乙社６」と神石系の「柿乃木」の
娘牛との系統間交配により「初代１４」が誕生し、種牛性と
産肉能力両面の改良に貢献
しました。昭和61年、比婆・
神石・双三・高田の育種圏が
統一され、比婆系と神石系と
の系統間交配による種雄牛
造成が始まりました。

６.広島県内育種圏の統一による改良

９中丸

初代１４

芳乃照

花勝百合

「脂肪の質評価群」出品牛

乙社６

　平成３年に、牛肉の輸入自由化
が始まり、全国で和牛肉の特徴で
ある肉質（脂肪交雑）を重視した
改良が進みました。広島県では、
同年に全国に先駆けて育種価評
価を導入し、産肉能力の効率的な
改良を図りました。その中で、県
有種雄牛の産肉能力を飛躍的に
改良するために、県外の優秀種雄
牛（「平茂勝」「茂波」「安平照」な
ど）を活用した種雄牛造成に取組
みました。その結果、気高系の「勝
白」、茂金系の「沖茂金波」、田尻系
の「田安照」が誕生しました。
　平成19年には、一卵性多産子

（受精卵クローン）によるクローン
検定を開始し、世代間隔の短縮に
よる改良速度の向上を図りまし
た。平成24年に、全国で初めてク
ローン検定により、「勝白」の後継
牛である「紅勝白」を選抜しまし
た。また、平成30年にはゲノム育種
価の活用を開始し、さらなる改良
速度の向上に取組んでいます。

７.産肉能力の改良に向けた取組み

紅勝白
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　産肉能力の改良が大きく進んだ一方で、広島血統の持
つ特色や遺伝子が次第に失われていくという課題が生ま
れました。県は、平成25年に広島血統和牛承認制度を策定
して、県産和牛のブランド力の強化に取組むとともに、「第
３神竜の４」を活用して長らく休止していた３８岩田系の種
雄牛造成を再開しました。また、平成27年には茂金系（広
島波系）として「９中丸」、令和２年には神石高原町和牛改
良組合と連携し、横利系の始祖牛「第２横利」を活用した種
雄牛造成の取組みを開始しました。　　

８.広島血統再構築の取組み

　本取組で造成した「烏帽子」
の孫牛である「仁義烏（じんよ
しくろ）」を令和４年に鹿児島
県で開催された第12回全共
第１区若雄の区に出品し、全
国に広島血統再構築の取組
みをＰＲしました。

横利系：横神利

仁義烏

３８岩田系：烏帽子
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杭の庄の始まり

　神石郡は古くから種雄牛育成や子牛生産が盛んに行わ
れており、江戸時代には「竹屋牛」、明治初期には「有本蔓」
といった蔓が存在しました。大正11年に神石郡で誕生した

「豊萬」は、比婆郡の「八幡」とともに、昭和２年に挙行され
た大正天皇の御大葬の儀において、轜車奉引牛として栄誉
を担いました。

　昭和29年には、「豊萬」の６代孫に「第２横利」が誕生し、現
在の「横利系」の祖となりました。横利系は、雌系としても多
くの功績を残し、岩田系種雄牛との交配によって、「第31青
滝」「第３神竜の４」を作出しました。

３.「横利系」始祖牛の誕生

大正天皇の御大葬の儀豊萬

第２横利

第10野田屋

第21深川

　天保年間に比和町で日本最古
の蔓（つる）のひとつである「岩倉
蔓」が、明治年間には帝釈村の「有
実蔓」が造成され、名声を博しまし
た。これらの蔓の雄系を辿ると「第
10野田屋」という種雄牛に帰一す
ることが分かりました。昭和23年
には、あづま蔓牛組合が結成され、雄系には「第10野田屋」、
雌系には「岩倉蔓」と「有実蔓」の遺伝子を有し、その共通美
点を持つ「あづま蔓」を造成し、昭和27年に新蔓に認定され
ました。

１.あづま蔓の誕生

　「あづま蔓」の種雄牛である「第
21深川」（昭和18年生）は、深川系
の始祖として、「第40岩田」や「第
５桑垣内」など多くの優良種雄牛
を産出しました。「第21深川」は、
昭和28年に広島市で開催された
第１回全国和牛共進会に出品さ
れ、名誉総裁賞を受賞しました。

２.「深川系」
   始祖牛の誕生
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皮膚、被毛の状態よ
ろしく、角の形質良好
肋張りよろしく、体積

（体深）に富む
四肢よく締り、蹄強固
体の緊りよろしく、品
位にとむ
乳徴良好

あづま蔓の特徴

　昭和46年、「柿乃木」を「第２横
利」の娘牛に交配し、「第３１青滝」
が誕生しました。昭和55年には「第
３１青滝」を第２横利系の雌牛と交
配して「第３神竜の４」を造成しま
した。「第３神竜の４」は、資質、体
伸、背幅、肢蹄に優れ、昭和57年に
福島県で開催された第４回全国和
牛能力共進会（全共）の若雄３区で
優等賞首席に輝きました。さらに、
平成４年に大分県で開催された第

６回全共の肉牛の部では金賞を受賞し、種牛能力・産肉能
力の両面で高い評価を受け、県内全域で活躍しました。

４.「３８岩田系」始祖牛の誕生

第38の１岩田

第３神竜の４

第６回全共肉牛の部金賞

尻の形状、均称、肋腹、
背線、発育良好

38岩田系の美点

　昭和23年、比和町で「38岩田系」
の始祖となる「第38の１岩田」が誕
生しました。孫牛の「柿乃木」は、の
ちに神石地域での改良にも貢献し
ました。現在、「38岩田系」は、国に
おいて希少系統のひとつに認定さ
れており、和牛の遺伝的多様性の
確保のために重要な役割を担って
います。　　　
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花田植に参加する牛たち
は、豪華な花鞍を更に造花
で飾り、太鼓や笛の音に合
わせて着飾った早乙女達
が苗を植える様子はとて
も華やかです。

発育良好、体積に富み、肋
腹良、資質ことに毛質と皮
膚も概ね可、肉質概して良

横利系の美点



① 遺伝的能力評価（育種価とゲノム育種価）

② おいしさに関する枝肉形質：MUFA（エムユーエフエー）

③ 遺伝子型検査結果（遺伝病）について

■種類と特徴

遺伝的能力の表示について

各遺伝的能力評価の特徴を下図にまとめました。本誌では、育種価とゲノム育種価を掲載しています。

標準化育種価

◆生年月日 ： 令和元年8月6日
◆繁殖者：（有）野山牧場（東広島市安芸津町）
◆生産者： 県立畜産技術センター（庄原市七塚町）
◆体高：147.4cm（19ヵ月）

黒原6403　83.7点

　肉質能力に優れた「のやま８０４６」と増体能力に優れた「勝白福」との交配で造成しました。父母の両方から広島
県の名牛「勝白」の流れを受け継いだ待望の「勝白」直系種雄牛です。本牛は、伸び、深み、資質に優れており、産子も
同様に伸び、資質が良いものが多く、また調査した産子の半数が発育ランクA+以上と、発育良好でした。枝肉成績は
特に雌牛において、BMSとロース芯面積、皮下脂肪厚や歩留基準値が好成績であり、育種価も高い評価値となりま
した。広島県の看板種雄牛「花勝百合」や県内で多く保留されている「福之姫」母体にも交配可能な血統構成となっ
ています。本牛は骨格粗大症【SD】遺伝子を保因していますので、交配の際はご注意ください。

本誌の見方本誌の見方

評価方法

特　　徴

正 確 度 低 い 高 い

評価時期

期待育種価 ゲノム育種価 育種価

早 い 遅 い
交配時から 5～6歳から生後すぐから

●両親の育種価の平均値で表します。
●交配前からその産子の能力の目安が
　予測できます。

［標準化育種価］
●育種価を持つ広島県内供用中雌牛の平均と比較して、種雄
　牛の各形質がどれくらいの能力であるか、相対的な位置づ
　けをレーダーチャートで表示しています。

［標準化ゲノム育種価］
●育種価が判明していない待機種雄牛について、「ゲノム育種
　価」を掲載しています。
●本県のゲノム育種価は、（独）家畜改良センターとの共同研
　究により、全国の肥育牛群の情報を用いて算出しています。
　なお、算出のためのSNP解析の一部は（公社）畜産技術協会主体のJRA畜
　産振興事業により実施しています。

●直近10年間の県内牛群（平成28～令和7年）の中での相対
　的な位置づけや、個体の特徴をより分かりやすくするため
　に、標準化した数値をレーダーチャートで表示しています。
●他の評価値（育種価や（一社）家畜改良事業団等のゲノミッ
　ク評価）との直接比較はできませんのでご注意ください。

●血液や毛根などから抽出したDNA
　情報から評価します。
●育種価が判明していない若雄や若雌
　（0～約5歳）の評価に有効です。

●親から子に伝わる遺伝的能力を数値
　化したものです。
●その牛の血統情報や産子の成績から
　算出されます。

［レーダーチャートの見方］
●枝肉６形質及びMUFAについて、その牛の能力値をグラフ
　で示しています。
●皮下脂肪厚は、数値が大きいほど薄く、小さいほど厚いこと
　を示しており、数値が大きい方が好ましくなります。
●基幹種雄牛は標準化育種価、待機種雄牛は標準化ゲノム育
　種価における県内順位を第１～５位まで表示しています。
※対象範囲：広島県有種雄牛のうち、過去15年間（平成23年～令和７年）で選
　抜された基幹種雄牛及び待機種雄牛

　ＭＵＦＡとは、一価不飽和脂肪酸（MonoUnsaturated  Fatty  Acid）の略称で
す。MUFAの割合が高い脂肪は、融点が低く、体温以下でも溶けるため、口溶けが良
いとされています。
　広島県では、平成30年に食肉脂質測定装置によるMUFA測定体制を構築し、平成
31年から育種価評価を開始しました。また、枝肉のセリ会において、測定したMUFA
値を公表し、広島和牛の価値向上に向けて取り組んでいます。

　広島県有種雄牛は下記の遺伝子型検査を実施しています。「骨格粗大症【SD】」以外の遺伝的不良形質につ
いて、現在繋養中の種雄牛に保因牛はいません。「骨格粗大症【SD】」については、保因牛の場合のみ、各種雄牛
の紹介ページの審査得点の右横に記載しています。

▲脂の溶け方の違い ▲MUFA光学測定の様子

▶「骨格粗大症【SD】」に
ついての詳細はこちら

低高 MUFA割合

牛バンド３欠損症【B3】、牛第１３因子欠損症【F13】、牛クローディン１６欠損症【CL16】、IARS異常症【IARS】、牛
チェデアックヒガシ症候群【CHS1】、前肢帯筋異常症【FMA】、牛モリブデン補酵素欠損症【MCSU】、眼球形成異常
症【MOD】、バーター症候群１型【BAS1】、メラニン細胞刺激ホルモン受容体遺伝子型【MSHR】、骨格粗大症【SD】
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きらり

光福久×勝忠平　性別：去勢　月齢：28ヶ月
■枝 肉 重 量：519㎏
■皮下脂肪厚：2.1㎝
■格　　　付：A5

■バラの厚さ：8.2cm 
■BMS  No.：12

■ロース芯面積：96㎠
■歩留基準値：79.0%
■M U F A：47.1%

幸紀雄×沖茂金波　性別：雌　月齢：27ヶ月
■枝 肉 重 量：420㎏
■皮下脂肪厚：2.2㎝
■格　　　付：A5

■バラの厚さ：7.5cm 
■BMS  No.：12

■ロース芯面積：86㎠
■歩留基準値：78.3%
■M U F A：50.4%

安平

調
査
牛

調
査
牛

現場枝肉成績 ※（　 ）内はMUFA測定値がある頭数

雌

頭数
※

８
（４）

６
（２）

14
（6）

27.8

28.9

28.3

62

78

7.7

69

7.7

7.7

2.4

2.0

2.3

7.8

10.3

8.9

50.1

52.5

50.9

100

100

100

74.0

77.0

75.3

516

462

493

出荷
月齢

枝肉重量
（kg）

ロース芯面積
（㎠）

バラの厚さ
（㎝）

皮下脂肪厚
（㎝）

推定歩留
（％）

BMS
No.

MUFA
（％）

上物率
（％）

全
体

去
勢

勝山桜
かつ やま ざくら

勝山桜
かつ やま ざくら

44 55
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標準化育種価

◆生年月日：平成27年11月17日
◆繁殖者：渡邉　英治 氏（神石郡神石高原町）
◆生産者：県立畜産技術センター（庄原市七塚町）
◆体高：141.4ｃｍ（20ヵ月）

黒15316　83.4点

　（一社）家畜改良事業団の「美津百合」が持つＢＭＳ能力と広島県の和牛改良に大きく貢献した「勝白」の枝肉重量能力を受け継
いだ本県を代表する質量兼備の基幹種雄牛です。令和３年度広域後代検定※1において、14道県35種雄牛の中でBMS及び日齢
枝肉重量で堂々１位の評価を受けました。現場後代検定終了後も安定して良好な枝肉成績が続いています。幅広い系統の雌との
交配で良好な枝肉成績が出ており、枝肉重量（去勢）では主要４系統※２において平均500㎏以上の成績が得られています。
　子牛市場での産子調査では、上場牛の平均日齢増体重量が1.0㎏以上であり、子牛の発育も良好であることが確認されていま
す。また、母体の保留も進んでおり、全共・県共の種牛の部で優秀な成績が出ています。子牛市場でも「花勝百合」母体産子の平均
日齢増体重量が1.0㎏以上であり、発育良好です。体型面では発育、幅、深み、伸びといった体積の改良が期待できます。産子はや
や大きい傾向にあるため、経産牛への交配を推奨します。種牛性と産肉能力の高さから、第13回全国和牛能力共進会第６区（総
合評価群）・第8区（去勢肥育牛）の出品対象種雄牛に選ばれました。
※１ 広域後代検定：県域を越えた広範囲で国が実施する能力評価事業　　※２ 主要4系統：気高、藤良、田尻、茂金

令和4年度和牛育種現地検討会において、花勝百合産子の共通美点を以下のとおり確認しました。
「斉一性高く、発育、深み、幅、伸び、体上線の強さ、乳徴の良さに優れている」

花勝百合
かつはな ゆ り

花勝百合
かつはな ゆ り

第１位

第４位

第２位

第３位

第４位

枝肉重量

MUFA
ロース芯面積

バラの厚さ

皮下脂肪厚歩留基準値

BMS No.

2.0
1.0
0.0

-1.0
-2.0

2.0
1.0
0.0

-1.0
-2.0

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

基
幹
種
雄
牛

美津百合
黒原4990（83.0）

〔広島・庄原〕

百合茂
黒原4086（88.8）

〔鹿児島・薩摩〕

よしの１
黒原1234466（81.0）

〔広島・庄原〕

平茂勝
黒原2441（89.0 ）

〔鹿児島・薩摩〕

しらゆり
黒1968419（78.8）

〔鹿児島・薩摩〕

美津福
黒原2748（83.3）

〔兵庫・美方〕

91やすひろ
黒原846768（82.2）

〔 広島・庄原〕

第２０平茂
ふくみ

第２しらき１
神高福

谷福土井
みつふく２

第３やすひろ
［広島・庄原］

９中丸
［広島・庄原］

はなひら
黒2321708（79.6）

〔広島・神石〕

勝白
黒原3849（85.2）

〔広島・庄原〕

はなもと984
黒原1311440（81.6）

〔広島・三次〕

平茂勝
黒原2441（89.0 ）

〔鹿児島・薩摩〕

かみしら57
黒原693332（80.3）

〔広島・庄原〕

福栄
黒原2886（82.8）

〔鳥取・鳥取〕

いのはな98
黒原1090565（80.2）

〔広島・三次〕

第２０平茂
ふくみ

かみしら５
［広島・庄原］

９中丸
［広島・庄原］

安福（岐阜）
はるみ

いのはな635
［広島・三次］

北国７の８

一般出荷枝肉成績 ※（　 ）内はMUFA測定値がある頭数（広島食肉市場R7.8月まで）

産子の子牛市場成績 「花勝百合」母体産子の子牛市場成績 

産子の体型的美点

諒太郎×美津百合　性別：雌　月齢：29ヶ月
■枝 肉 重 量：483㎏
■皮下脂肪厚：2.9㎝
■格　　　付：A5

■バラの厚さ：8.4cm 
■BMS  No.：12

■ロース芯面積：88㎠
■歩留基準値：77.8%
■M U F A：62.6%

美津照重×美国桜　性別：去勢　月齢：23ヶ月
■枝 肉 重 量：573㎏
■皮下脂肪厚：1.2㎝
■格　　　付：A5

■バラの厚さ：9.2cm 
■BMS  No.：12

■ロース芯面積：111㎠
■歩留基準値：81.7%
■M U F A：53.4%

第１００回広島県畜産共進会（冬季）
最優秀MUFA賞

百合茂×平茂勝　性別：去勢　月齢：27ヶ月
■枝 肉 重 量：534㎏
■皮下脂肪厚：2.4㎝
■格　　　付：A5

■バラの厚さ：9.6cm 
■BMS  No.：12

■ロース芯面積：94㎠
■歩留基準値：79.2%
■M U F A：60.1%

福華１×美津照　性別：去勢　月齢：28ヶ月
■枝 肉 重 量：597㎏
■皮下脂肪厚：1.6㎝
■格　　　付：A5

■バラの厚さ：8.0cm 
■BMS  No.：12

■ロース芯面積：84㎠
■歩留基準値：76.7%
■M U F A：54.7%

田安照×福安照　性別：去勢　月齢：30ヶ月
■枝 肉 重 量：605㎏
■皮下脂肪厚：1.7㎝
■格　　　付：A5

■バラの厚さ：8.1cm 
■BMS  No.：12

■ロース芯面積：85㎠
■歩留基準値：76.9%
■M U F A：52.6%

隆之国×茂重安福（岐阜）　性別：去勢　月齢：27ヶ月
■枝 肉 重 量：522㎏
■皮下脂肪厚：1.5㎝
■格　　　付：A5

■バラの厚さ：9.1cm 
■BMS  No.：10

■ロース芯面積：73㎠
■歩留基準値：77.1%
■M U F A：62.1%

雌

頭数
※

出荷
月齢

枝肉重量
（kg）

ロース芯面積
（㎠）

バラの厚さ
（㎝）

歩留基準値
（％）

BMS
No.

MUFA
（％）

全
体

去
勢

812
（395）27.5 66 8.0 75.0 8.6 57.9494

446
（215）27.2 67 8.1 75.1 8.8 57.0519

366
（180）27.8 65 7.8

皮下脂肪厚
（㎝）

2.4

2.2

2.6 74.9 8.3 59.0465

雌

頭数 日齢 体重
（kg）

DG
（kg/日）

全
体

去
勢 452

367

819

278

284

280

312

282

298

雌

頭数 日齢 体重
（kg）

DG
（kg/日）

全
体

去
勢 12 287 1.052981.13

8 290 0.982841.00

20 288 1.022931.07

一
般
出
荷

一
般
出
荷

一
般
出
荷

一
般
出
荷

一
般
出
荷

令和5年広島県畜産共進会
成牛の部　優秀賞首席
令和5年広島県畜産共進会
成牛の部　優秀賞首席

第12回全国和牛能力共進会
第2区　優秀賞

第12回全国和牛能力共進会
第2区　優秀賞

【名号】しげなが５の８　【得点】88.2点
【血統】花勝百合×安福久×北仁

【名号】たかふくゆり　【得点】88.5点
【血統】花勝百合×勝白×宮島

総合
首席
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